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２㹆㸮㸶 

科学者の社会࡬の㈉献と研究パ࢛ࣇー࣐ンスとの関ಀ 

 
 （୐୔ ┤ᘯ㸦᪩✄田大学高等研究ᡤۑ

 
ᴫせ㸸科学のᡂ⇍化と新⯆ᅜにおける研究ຊの増ຍにより、研究㛤発

➇தはグローバル化し、これまでになく⇚Ⅿな➇தが続いている。こ

の状ἣに࿧ᛂし、ྛ ᅜᨻᗓは研究㛤発ຊ向上に向けたᨻ策をᡴࡕ出し、

研究者も研究ຊを増ᙉするためのᡓ␎的ྲྀ⤌を㐍めている。一方で、

㏆年社会ၥ題が㢖出し、このゎỴに向けて、科学が┤᥋的に㈉献する

ことも社会からの要ㄳとしてᙉまっている。このような環境ୗで、科

学が本来持つ内生的ᡂ㛗࣓カ࣒ࢬࢽがẋᦆすること࡬の懸念も生じて

いる。この社会的ジレン࣐のゎỴに向け、研究者の社会㈉献と研究࣏

ート࢛ࣇリ࢜、研究パ࢛ࣇー࣐ンスの関ಀに関して特に研究㛤発の多

様性を中心にして分析した。 

㸸研究多様性、学㝿研究㸦㹇㹂㹐）、計㔞書誌学、社会のたࢻ࣮࣮࣡࢟

めの学⾡、知の⤫合 

 

㸯㸬⌧௦⛉Ꮫ࣐ࣥࣞࢪࡢ 
科学の㐍展により一部の࣍ットな㡿域㸦ⴌⱆᮇ

にあるᢏ⾡⩌）を㝖き、多くの科学分㔝では研究

が㣬࿴し、狭い「学⾡」の内部にとどまっていて

は、ᢤ本的に新しい発見を得にくいという状ἣが

発生している[1]。この状ἣをඞ᭹するための方

策の一つとして、異分㔝を⤫合することによる新

分㔝の๰造があり、そのᐇ現には⼥合研究

(Inter-disciplinary Research; IDR)のᙉ化がᚲ

要だと考えられている。 

同時に、社会ၥ題が」㞧化する中、イノ࣋ーࢩ

ࣙン࡬のࢽーࢬがこれまでに↓い⛬、高まってい

る[2]。この状ἣは、科学によってၥ題を定⩏で

きるが、科学のࡳによってはゎỴを得ることがで

きないという「トランス・ࢧイエンス」的なၥ題

がྎ㢌してきた[3]ともいえるし、学⾡のための

学⾡ではなく、社会のための学⾡としての新しい

科学研究のࣔードである「ࣔードϩ」[4]に社会

がࣇࢩトしてきたともいえる。 

これまでもಶ々の研究者においては、ලయ的な

社会㈉献をど㔝にධれた研究を㐍めていた者も

多くいた。だが、社会࡬の「┤᥋的な㈉献」をど

㔝にいれた研究評価や研究ண⟬配分が行ࢃれる

ことでไᗘそのものがኚ化することにより、科学

の⊂❧性がኻࢃれるのではないかという༴᝹が

ᗈがってきた。また、社会㈉献に┤結したᛂ用研

究に研究内容がㄏᑟされることで、基♏研究࡬の

ὀຊが相対的に減少し、㛗ᮇ的には学⾡の発展に

対してᝏ影響をཬࡰすのではないかという懸念

もある。 

だが、研究者の社会࡬の㈉献に向けた志向性、

基♏研究を重どするጼໃ、その結果としての研究

多様性、また研究㛤発生⏘性、科学インパクトと

の間の関ಀは、定㔞的な᳨ウがいまだ少なく、上

グのようなジレン࣐的状ἣのඞ᭹に向けた方策

をエࣅデンス࣋ースで考えられる状ἣには⮳っ

ていない。そこで、本論ではストークスのク࢜ド

ラントࣔデルにᚑって研究者の志向性を分㢮し、

そのྛ々にྵまれる研究者の研究多様性と生⏘

性の間の関ಀについての分析をし、研究多様性が

研究者のキャリアの中でどのように生じるのか

を知るために、研究多様性のኚ化を時系ิで㏣っ

た。 

 

２㸬➇த⎔ቃࡢ⛉ᏛⓎᒎࡢ࡬ᙳ㡪 
新⯆ᅜが研究ᕷ場に本᱁的に参ධし、ඛ➃学⾡

が社会におけるイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現に多大な

ᐤ与を行うことが明確になるにつれ、ୡ⏺つᶍで

の➇த⃭化が生じた。ඖ来、研究評価は多㠃的で

あり、特定の指ᶆに౫Ꮡした評価は㑊ける࡭きで

ある。だが、評価のしやすさ・⡆౽さから、イン

パクト・࢓ࣇクター、被ᘬ用ᩘ、出∧㢖ᗘといっ

た定㔞的指ᶆがὀ目され、それらの✚ᴟ的増ຍを

行動様ᘧとしてとる研究者が増ຍした。また、➇

த的研究資金が増ຍし、ᐁ・Ẹからの࢓ࣇンド⋓

得➇தが㉳きている。資金⋓得の場㠃でも、定㔞

的指ᶆを࣋ースとした⡆౽な業⦼評価が用いら

れるഴ向にあり、定㔞的業⦼評価が෌ᙉ化

(reinforce)される構ᅗとなっている。 

ඖ来、科学研究を㥑り❧てるのは、「ࣔチ࣋ー

ン」㸦特に͆ዲወ心ࣙࢩ ）͇と「インセンティࣈ」

だった。だが、㏆年の➇த⃭化とไᗘኚ化により、

過ཤのバランスがᔂれ、೺全な科学の発展が㜼ᐖ

されているのではないかという懸念がᗈがった。 
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また、Bayh-Dole 法などのไᗘᩚഛにより、大

学が自らイࢩࢽアチࣈをྲྀり、科学研究を┤᥋的

にၟ業化するというྲྀり⤌ࡳも㐍ࢇでいる。この

ような⏘学連ᦠの金㖹的ᡂ果を得ようというഴ

向が、大学の研究テー࣐㑅ᢥに影響を与え、より

ၟ業性の高い研究を重どするようになったとも

いࢃれる。このഴ向は基♏研究の軽どにつながり、

㛗ᮇ的には科学の発展に対しᝏ影響を与えるこ

とが懸念されている。 

これらの状ἣは相஫に影響をཬࡰしあってい

るため、どれかをྲྀり出して評価するのは㞴しい。

ලయ的な事౛に基づき、影響の⛬ᗘと科学の㐍展

や社会࡬の㈉献に関して、⥲合的な評価を✚ࡳ重

 。ていくことがᚲ要であるࡡ

 

３㸬⛉Ꮫ⪅ࡢ┤᥋ⓗ࡞♫఍㐃ᦠࡀ⛉Ꮫ◊✲

 ᙳ㡪ࡿ࠼୚࡟
科学者の┤᥋的な社会連ᦠに関して、特に特チ

化㸦Academic Patentingと࿧ࡤれる行Ⅽ）に関し

て研究が㐍ࢇでいる[5]。その評価はケース・バ

イ・ケースで異なっている。特チの᭷↓と論文ᩘ

は↓相関[6]であるが、被ᘬ用ᩘは特チ࡬の関与

のᗘ合いがᙉい⛬高くなると♧၀される事౛も

あれࡤ、特チストックに対して論文ᩘは正の相関

[7]があるというもの、特チ出㢪と論文件ᩘの間

に正の相関があるというもの[8]もある。この関

ಀは༢純ではなく、研究パ࢛ࣇー࣐ンスがⰋい研

究者࡯ど特チディスクローࢬしやすいというバ

イアスのᏑᅾも指᦬されている。 

また、基♏研究に関し、ၟ業化の結果、ዲወ心

㥑動ᆺ研究や基♏研究が減㏥してしまう༴᝹が

指᦬されている[9]。ၟ業化を重どするవり、᰿

源的な原理の㏣ồが⬥に⨨かれ、┤᥋的にᕷ場࣏

テンࢩャルを᭷するプロジ࢙クトがඃඛ的に᥎

㐍されてしまうഴ向がある(Rae-Dupree, 2008)。 

では、本ᙜに基♏研究は減㏥するのだろうか。

理論ࣔデルを࣋ースとした࣑ࣗࢩレーࣙࢩンに

よるᑬもらしい結果[10]では、大学科学者のライ

センࢩングによる結果は、基♏研究とᛂ用研究の

୧者ともに分㔞が増ຍするというものである。だ

が、ᛂ用研究の分㔞の増ຍが基♏研究の分㔞の増

ຍを෽㥙するために、研究全యに༨める基♏研究

の๭合が減少することになる、というものである。 

また、ライセンࢩングによるインセンティࣈは

研究活動全⯡に対して増ᙉするຠ果を果たすの

であって、そのຠ果はᩍဨの研究指向性に౫Ꮡす

るため、ᚲずしも基♏研究の分㔞が減少するとい

うヂではない[11]。 

一方で、研究を行っていく上で、科学者が᭷す

る知識を⿵᏶する知識源としての௻業の重要性

も指᦬されている。科学者や工学者は⏘業との関

ಀの中からインスࣆレーࣙࢩンを㢖⦾に得てい

るとされうる[12]。また、65%の科学者は、⏘業

⏺との関ಀはᐇ験を行う上でዲ影響を与えたと

⟅えている[13]。この他にも、⏘学連ᦠにより研

究リࢯースが増ຍするということ、研究の内容・

出∧活動がኚ化するということも指᦬される。ま

た、特チを᭷する大学ᩍဨは௻業研究者と論文を

ඹⴭするഴ向がᙉく、論文ᢞ✏ඛとしても௻業研

究者が出∧する๭合が高いジャーࢼルをዲࡴഴ

向がᙉいともゝࢃれる。特チ化しやすい論文を出

∧するഴ向がᙉくなる[5]。 

また、一⯡的には基♏研究の方がᛂ用研究より

も IF が高いため[14]、ᛂ用研究にࣇࢩトするこ

とで相対的に被ᘬ用ᩘが減少している可能性も

ある。学㝿研究(IDR)も同様にして、被ᘬ用ᩘの

増ຍにᐤ与しにくいといࢃれる。 

研究生⏘関ᩘのධຊに時間がྵまれることは、

特チ出㢪と論文出∧の間に代᭰的な関ಀがᏑᅾ

する可能性を♧၀する[14]。したがって、⏘学連

ᦠ活動にὀຊした分だけ、研究生⏘にかかるエࣇ

 。ートが減少するのはᙜ然である࢛

ところが、ライࢧࣇイエンスの場合を見れࡤ明

らかなように、学⾡的なἼཬຠ果と特チ可能性の

間にトレードࣇ࢜があることはᚲずしも自明で

なく、୧❧する場合がありうる[15]。特に、バイ

テクノロジーの一分㔝㸦⤌⧊工学）では多くの࢜

研究ᡂ果は同時に特チと論文になりうることが

♧されている[16, 17]。 また、特チ化可能なᡂ

果の多くは論文として発⾲可能だともいࢃれる

[6]。 

 

㸲㸬⛉Ꮫ⪅࡜ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ✲◊ࡢ◊✲ከ

ᵝᛶࡢ㛵ಀ 
௨上のように、科学者の┤᥋的な社会㈉献が科

学研究に与える影響は多㠃的であり、研究が土ྎ

とする知識特性や、社会におけるᢏ⾡のỈ‽㸦ᢏ

⾡機会）によっても大きくことなることがุる。

本✏では、ࢧイエンスᆺ⏘業の中でもඛ➃ᮦ料分

㔝㸦ගゐ፹）を対象として、科学者の研究㛤発志

向性によって㢮ᆺを行った結果[18, 19]を用い、

ඃれた研究業⦼を᭷し、同時に┤᥋的な社会㈉献

も志向する研究者が、どのようにしてその業⦼を

ఙࡤしていったのかについて、研究テー࣐の多様

性のẚ㍑を基に㆟論していきたい。 

 まず、日本でගゐ፹に関連した研究活動を行う

主要な 66 ྡの科学者を同定し、そのྛ々の論文

ᖹᆒ被ᘬ用ᩘ、特チ出㢪ᩘの中央್で分๭し、㸲

種に分㢮した。論文ᖹᆒ被ᘬ用ᩘが高い࡯ど基♏

研究に㏆いと考えられ、基♏研究࡬の志向性を♧

す代理指ᶆとして用いた。また、特チ出㢪ᩘは┤

᥋的な社会㈉献࡬の志向性を♧す代理ኚᩘとし
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とする知識特性や、社会におけるᢏ⾡のỈ‽㸦ᢏ

⾡機会）によっても大きくことなることがุる。

本✏では、ࢧイエンスᆺ⏘業の中でもඛ➃ᮦ料分

㔝㸦ගゐ፹）を対象として、科学者の研究㛤発志

向性によって㢮ᆺを行った結果[18, 19]を用い、

ඃれた研究業⦼を᭷し、同時に┤᥋的な社会㈉献

も志向する研究者が、どのようにしてその業⦼を

ఙࡤしていったのかについて、研究テー࣐の多様

性のẚ㍑を基に㆟論していきたい。 

 まず、日本でගゐ፹に関連した研究活動を行う

主要な 66 ྡの科学者を同定し、そのྛ々の論文

ᖹᆒ被ᘬ用ᩘ、特チ出㢪ᩘの中央್で分๭し、㸲

種に分㢮した。論文ᖹᆒ被ᘬ用ᩘが高い࡯ど基♏

研究に㏆いと考えられ、基♏研究࡬の志向性を♧

す代理指ᶆとして用いた。また、特チ出㢪ᩘは┤

᥋的な社会㈉献࡬の志向性を♧す代理ኚᩘとし

て用いることとした。Stokesの分㢮にೌい、基♏

研究を志向し、社会㈉献も相対的に高い科学者を

Pasteur ᆺ、基♏研究を志向し、社会㈉献は相対

的に低い科学者を Bohr ᆺ、基♏研究を志向しな

いものの、社会㈉献は相対的に高い科学者を

Edisonᆺ、ṧりの分㢮をOtherᆺとして࿨ྡした。

分㢮の結果は⾲ 1 に♧した。 

この分㢮の中でも、Pasteur ᆺに分㢮される者

は、Bohr ᆺに分㢮される者にẚ࡭、被ᘬ用ᩘの⥲

࿴も高く、より多くの科学業⦼を⏘ࡳ出している

ように見える。また、Rafolsの方法[20]によって、

科学論文の SC㸦Web of Science におけるジャー

リ࢛ࣇート࣏リーྡ）に基づく論文ࢦルのカテࢼ

⟭の多様性(Rao-Stirling Diversity[21])を計࢜

すると、Pasteurᆺは Bohr ᆺにẚ࡭て㢧ⴭに高い

多様性を᭷していることがุ明した㸦ᅗ 1）。 

だが、研究をຠ⋡的に㐍める上では、研究テー

うがⰋ࡯は分ᩓせずに特定の㡿域に集中した࣐

いと考えられるため、Pasteur ᆺ科学者が一見㠀

ຠ⋡的な方策をྲྀった上で高い学⾡業⦼を上ࡆ

ているⅬには▩┪があるように見える。合理的な

ゎ㔘の一つに、「Pasteurᆺ科学者も、キャリアの

ึ㢌では Bohr ᆺであった」というものがある。 

Bohrᆺ科学者としてキャリアを始め、多くの業⦼

を出したᚋ、⼥合的な研究を㐍めて社会に㈉献し

つつ Bohr ᆺ的な研究も同時に行うことで、社会

㈉献㸦その結果による多様性）と生⏘性を୧❧で

きる可能性がある。また、時系ิで多様性がኚ化

するかྰかは、科学ᢏ⾡ᨻ策を考えていく上でも

大きな意࿡を持ࡕうる。そこで、Pasteur ᆺ科学

者の中なから代⾲的なᩘྡをࣆックアップし、

1992㹼2011 年の 20 年間を 5 年毎に分๭し、ྛ々

の ᮇ 間 に 出 ∧ さ れ た 論 文 の Rao-Stirling 

diversity を計⟬した。その結果をᅗ 2 に♧す。

ᅗ中には対ẚのためᩘྡの Bohr ᆺ、Edison ᆺ、

Other ᆺ科学者の౛もᥖࡆた。⾲からࢃかるよう

に、Pasteur ᆺ科学者の多くは、分析の対象とな

った 20 年間でそれ࡯ど多様性のኚ化を見せてい

ない。対ẚとしてᥖࡆた Edisonᆺ、Bohr ᆺ、Other

ᆺの科学者は࣏ート࢛ࣇリ࢜の多様性をドラス

ティックにኚ化させているのとẚ࡭、Pasteur ᆺ

の研究多様性はᴟめて安定的であるといえる。 

 

㸳㸬⤖ㄽ 
௒ᅇは、Pasteur ᆺ科学者を中心とした分析に

よって、研究࣏ート࢛ࣇリ࢜の多様性は科学者の

ライࢧࣇイクルを通じそれ࡯どኚ化していない

ということがุ明した。科学者としてᡂຌした

Pasteur ᆺがこのようなᒚṔを持つことから、科

学者を㣴ᡂしていく上で、ᚑ来考えられていた

「特定のディࢩプリンをಟめたᚋ、多様な研究に

向かう࡭きである」といった考え方はᚲずしも正

しくないことが♧၀される。多様性にはࡄくまれ

る⼥合研究を通じ、ᡂ果を出していくには、㛗ᮇ

間の⼥合研究を通じた῝い⤒験がᚲ要となる可

能性がある。௒ᚋ、他の㢮ᆺの科学者の多様性の

ኚ化、多様性のኚ化と生⏘性のኚ化などのどⅬに

ついて分析を῝めていきたい。 

 

⾲ 1 Stokes のク࢜ドラントࣔデルによる科学

者の㢮ᆺ化 
 Avgcite<= 23.9 

(32) 
Avgcite > 23.9 
(34) 

Patent > 6 
(31) 

Edison (10) 
436.3(338.7) 
25.3(24.0) 

Pasteur (21) 
2150.52(1903.0) 
32.5238(44.3) 

Patent <= 6 
(35) 

Other (22) 
328.955(254.8) 
2.5(2.0) 

Bohr (13) 
745.231(697.4) 
1.76923(1.3) 

ͤ 研究者のタイプྡ(ᩘ)、被ᘬ用ᩘの⥲࿴のᖹᆒ

㸦ᶆ‽೫ᕪ）、ᖹᆒ特チᩘ㸦ᶆ‽೫ᕪ） 
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ᅗ 1 Bohr ᆺと Pasteur ᆺの論文࣏ート࢛ࣇリ࢜

多様性(Rao-Stirling diversity)の対ẚ 
 

 
ᅗ  2 科学者ࡈとの研究࣏ート࢛ࣇリ࢜の

diversity の時系ิኚ化。研究者ྡのᚋのᣓ

ᘼ の 中 は 研 究 者 の 㢮 ᆺ (B=Bohr, 
P=Pasteur, E=Edison, O=Other) 

 
ᘬ⏝ᩥ⊩ 
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